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ほぼ分かる。だけど、その企業の肉声というか、体温
とか体質みたいなものは、それらの客観情報からは感
じられない。どんな感じの人が経営しているのだろう
かとか、どんな先輩がいるのか、とかね。
司会者　それを補うのは会社説明会など、企業の人と
直接触れ合うイベントだろうね。しかし、会社説明会
をわざわざ開くような体力のある会社は、やっぱり中
堅以上の規模のところが中心になるんだろうな。
記者Ｃ　そうなんです。ウチの「就活特集号」はその
点において、配布している学校の学生たちにとって面
白い位置付けにあるみたいです。
記者Ｂ　そうなんだよね。隙間の部分を補っていると
いいますか、中小零細の独立系電気設備業者ばかりが
掲載されている媒体というのは他にまずない。そして
意外だなと思ったのが、学生たちの何人かが「就活特
集号」に載っている各社社長の挨拶を、面白いといっ
てくれたことなんです。
司会者　社長さんたちの挨拶が面白いってか（笑）!!
　俺たちが読むと、よく知っている社長さんたちのま
さにいつもの肉声なんだけど、それが学生たちにウケ
ているとは思わなかった。
記者Ａ　ウチの「就活特集号」の社長挨拶は、編集し
ていませんからね。それにあの個性的な語り口は、実
際に各社の社長さんが書いているからこそのもので
す。大手就活サイトや雑誌などに載っている中堅・大
手の社長さんたちの言葉は、その点、秘書課の社員の
手（校正）がだいぶ入っているというのがよくわかる
（笑）。
　そのあたりの違いが、ウチの「就活特集号」の社長
挨拶を、学生たちが喜んでくれる理由のようです。
司会者　今の学生たちは売手市場をいいことに、ドラ
イに会社選びをしているのかと思ったら、そうでもな

☆3年発行し続けてジワジワ理解されはじめた !?
司会者　今春の発行号から、本紙別冊「就活特集号」（年
4 回発行）は 4 年目を迎えました。最近の率直な反響
はどんな感じなんだろう。この件に関しては、本紙
3063 号（8 月 22 日発行）で特集も組んだけど、盛
り込みきれなかった情報もたくさんあるのでは？
記者Ａ　就活特集号の反響は、いうまでもなく学生側
からと、広告掲載をしていただいている業界各社の側
からのものと 2つに大別できますよね。
　そして学生側からの反響をさらに詳しく見ると、学
生からの直接的な反響とともに、学生を送り出す学校
側（就職課および就職担当の先生）からの反響もあっ
て、それぞれに違います。
記者Ｃ　そのなかで最近大きいのは、就活の当事者で
ある学生からの反響です。これは 8 月の本紙特集でも
書きましたが、今の学生たちにとって、リクナビなど
の大手就活サイト、企業から学校への直接的な求人、
企業による就職説明会がやはり、就活に当たっての代
表的な窓口になっています。
　そして本紙別冊「就活特集号」はといえば、それら
代表的なツールのサブ的な情報源の一つと位置付けら
れているようです。
記者Ｂ　サブ的な情報源、さらにそのうちの一つなど
というと、吹けば飛ぶような存在に思われるかもしれ
ませんが（笑）、それが案外、そうでもないというの
が最近のうれしい発見だよね。
記者Ｃ　そうそう。リクナビなどの大手就活サイトに
掲載されている情報はデータ的に詳しいものが多い。
また学校の就職課に寄せられる求人情報も、リクナビ
などの情報に類似した感じで、客観的な情報がたくさ
ん出ている。
　だから、それらの情報に当たればその企業の概要は
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もあるんだと思ってくれたら……と。そういう材料の
一つにしてほしい。ウチの「就活特集号」はそういう、
さりげないけど、意外に小味が効いているという媒体
を目指したわけですよね。
記者Ａ　そうだね。それととくに、現場代理人と電工
さんの仕事の違いとかは、理屈ではわかっていても、
もう一つ具体的にわからなかったのが、ウチの「就活
特集号」を読んでわかったという意見もあった。
　それに現場に出たら、ベテランの電工さんは施工管
理のこともよく知っていて、若い代理人を助けてくれ
るとか（笑）。職種は確かに違うんだけど、そういう「交
流」があることとか、電工さんで出発したけど代理人
に向いていると思ったから転向したとかね。
　逆に現場代理人から電工さんに転向した人もいるわ
けで、要はそれぞれに合った仕事を探して、自分だけ
のキャリアアップをしていけばいいとか。
　若手社員のインタビュー記事でそういうことが書か
れているのをみて、入社する前から職種の違いについ
てあまりナーバスになることもないんだと、それがわ
かって安心したというような意見もあった。
司会者　そういうふうに就活中の学生さんや、学校の
就職課の職員や指導教員の理解を得られてきたのに対
して、広告スポンサーには正直なところ、広告効果が
なかなか見えにくいという意見もあるようだね。
記者Ｂ　それはやっぱり「私は『電業特報別冊・就活
特集号』をみて、御社への就職を決めました」という
学生がほとんどいないからなのだと思います。
記者Ａ　そうだね。しかし、いろいろある就活情報源
のプラス・アルファ的な情報紙として、学生たちが案
外好意的にみてくれているということ、これ一本で就
職を決めるような力はなくても、いくつかの候補から
一本に絞るようなときの参考資料にするというような
使い方をされている事実は、声を大にして、広告スポ
ンサーにもお伝えしたいよね（笑）。
司会者　ウチとしてもそのあたり、説明が不足してい
たかもしれないけど、創刊 4 年目に入っていい流れに
なってきているということを、具体的に証明できるよ
うな発信をこれからしていくべきだよな。
記者Ｃ　本当にそうですよね。
　　　　　　　　　　　　　　（以下、次号に続く）

いということだね（笑）。けっこう、手触りとかぬく
もりを就職先に求めているのかもしれない。
記者Ｂ　で、肝腎の広告効果ですけど、ウチの就活特
集号に載っている業界の内側からの情報は、大手就活
サイトの情報や学校への求人情報では就職先を決めら
れない場合などの、プラス・アルファ的なポイントに
なっているようです。
司会者　しかし、そういうことって、創刊の 1 年後、
2年後にはあまり聞こえてこなかったよね。
記者Ｃ　そうなんです。3 年間発行し続け、そのつど
学校に置いていただいてきたわけですが、この 3 年間
で学生さんたちにも就職課の職員さん、先生方の目に
も、ウチの「就活特集号」が就職課の部屋に置いてあ
る風景が恒例のものと認識されてきたんでしょうね。
  
☆業界のミクロ情報が学生や学校に好評 !!
記者Ｃ　求人広告を掲載していただいている業界各社
の社長さんからすれば「やっとかい！」（笑）と思わ
れるかもしれませんが、実は昨年の今ごろにもそうい
う意見は出ていました。ただ、あまり目立たなかった
ので、対外的には発信しませんでしたが、今年は自信
をもって発信できる（笑）。それぐらいに、学生や就
職課からの反響が目立つようになっています。
司会者　就活のための情報紙として独自の位置にある
ことが、自分たちでもようやくわかってきた（笑）。
でもそれは創刊のコンセプトでもあったんだよね。
記者Ｃ　そうです。ウチの「就活特集号」だけをみて
学生たちが就職先を決めてくれるなんて、そんな大そ
れたことはまったく想定していなかった。実際、今も
そんなことはあり得ない訳ですが（笑）。
　電気設備業界や業界各社の就活用の情報がいろいろ
あるなかで、中堅・大手の独立系電気工事会社に特化
した「等身大の情報」はなかなか出ていない。それを
発信することで、中堅・大手だけでなく、気概に満ちた、
小さいけれどもヤル気満々の中小・零細業者もあると
いうことを学生たちに知ってもらいたい。
　そして大手も中堅も回ってみたけど、どうもピンと
こないというような学生や、中堅・大手は落ちてしまっ
たけど電気設備業界でどうしても働きたいというよう
な学生が、ふと手に取ってくれて、ああ、こんな会社



ほぼ分かる。だけど、その企業の肉声というか、体温
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